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○福岡県共同募金会福津市支会会則

改正　平成17年２月８日共募会則第１号　
平成19年９月25日共募会則第１号　
平成29年３月29日共募会則第１号　
（目的及び事業）
第１条　本会は、共同募金運動の目的達成のために、社会福祉法人福岡県共同募金会（以下「県共募」という。）の定める諸計画を実施するとともに、区域内の福祉推進のため、次の事業を行う。
(１)　区域内における募金活動の実施
　(２)　区域内における募金ボランティアの養成
　(３)　区域内における広報活動の実施と世論の醸成
　(４)　区域内における福祉に係る当該年度の資金需要の把握
　(５)　区域内における配分計画（案）の策定
　(６)　区域内における社会福祉協議会及び受配者との連絡
(７)　その他共同募金運動の目的達成のために必要な事業
（名称）
第２条　本会は、福岡県共同募金会福津市支会という。
（事務所）
第３条　本会の事務所を福岡県福津市手光南二丁目１番１号に置く。
　（役員の定数、選任等）
第４条　本会の役員は、社会福祉法人福津市社会福祉協議会（以下「社協」という。）の役員をもって充てる。
２　本会の会長及び副会長は、社協会長及び副会長をもって充てる。
３　会長は、本会を代表する。
４　副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務を代理する。
５　会長、副会長に事故あるとき又は欠けたときは、あらかじめ会長の指名した理事が、順次にその職務を代理する。
　（役員の任期）
第５条　役員の任期は、社協役員の任期と同様とする。
（理事会）
第６条　本会の業務の決定は、理事をもって組織する理事会により行い、日常の軽易な業務は、会長が専決し、理事会に報告する。
２　この会則において別に定める事項のほか、次の事項は理事会に付議しなければならない。
(１)　事業計画及び収支予算
(２)　事業報告及び決算
(３)　会則の改正
　(４)　目標額の設定
(５)　区域内における配分計画の策定
(６)　その他会長が必要と認める事項
３　理事会は、会長がこれを招集する。
４　会長は、理事総数の３分の１以上の理事又は監事から会議に付議すべき事項を示して理事会の招集を請求された場合には、その請求のあった日から30日以内にこれを招集しなければならない。
５　理事会に議長を置き、議長はその都度選任する。
６　理事会は、理事総数の３分の２以上の出席がなければ、その議事を開き、議決することができない。
７　理事会の議事は、理事総数の過半数で決定し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
８　理事会の議決について、特別の利害関係を有する理事は、その議事の議決に加わることができない。
９　理事会の議事については、議事録を作成し、出席した会長及び監事は、これに記名押印する。
（監事による監査）
第７条　監事は、理事の業務執行状況を監査しなければならない。
２　監事は、毎年定期的に監査報告書を作成し、理事会及び県共募に報告するものとする。
３　監事は、前項に定めるほか、必要があると認めるときは、理事会に出席して意見を述べるものとする。
（専門委員会）
第８条　募金、広報、配分計画等の専門的事項を調査審議するため、必要に応じて、本会に、専門委員会を置くことができる。
２　専門委員会は、会長の諮問に答え、又は意見を具申する。
３　専門委員会の委員は、会長が委嘱する。
４　専門委員会の設置運営要領は、別に定める。
（予算）
第９条　本会の予算は、毎会計年度開始前に会長において編成し、理事総数の３分の２以上の同意を得なければならない。
２　理事会の同意を得た予算は、県共募に報告するものとする。
（決算）
第10条　本会の事業報告及び決算は、毎会計年度終了後３か月以内に会長において作成し、監事の監査を受けた上で、理事会の承認を受けなければならない。
２　理事会の同意を得た事業報告書及び収支決算書は、県共募に報告するものとする。
３　会計の決算上繰越金を生じたときは、県共募に返還するものとする。
（会計処理等）
第11条　本会の会計状況は、常に明確にしておかなければならない。
２　会長は、出納責任者を任命し、県共募会長に届け出なければならない。
３　会計処理は、福岡県共同募金会支会分会会計規程に基づき行うこととする。
（事務局）
第12条　本会の事務を処理するために事務局を置く。
２　会長は、事務局職員のうち１人を事務局長に任命する。
３　会長は、任命した事務局長を県共募に届出なければならない。
（公表の方法）
第13条　前年度における共同募金運動（一般及び歳末）の募金・配分結果について、福津市社会福祉協議会発行の社協だより「しあわせ100％」により全戸に配布し、公表する。
２　共同募金運動開始前に、本会における当該年度の目標額（一般募金・歳末募金）及び前年度の募金・配分結果を、県共募が作成する全戸配布チラシの裏面を使って全戸に配布し、公表する。
３　前２項に定めるもののほか、公表する事項が生じたときは、福津市社会福祉協議会発行の社協だより「しあわせ100％」により全戸に配布し、公表する。
（会則の改正）
第14条　この会則の改正を理事会において決定したときは、県共募会長の承認を受けるものとする。
附　則
この会則は、平成13年８月１日から施行する。
附　則（平成17年２月８日共募会則第１号）
１　この会則は、平成17年３月31日から施行する。
２　会則第４条第１項第１号中「13人」とあるのは、平成17年10月17日までは「18人」とする。
３　会則第４条第２項中「副会長」とあるのは、平成17年10月17日までは「副会長２人」とする。
附　則（平成19年９月25日共募会則第１号）
　この会則は、平成19年10月18日から施行する。
附　則（平成29年３月29日共募会則第１号）
　この会則は、平成29年４月１日から施行する。

































定款・諸規程集　終わり
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